
 

 

 

 

 

 

 

  ｒａｎｄｏｍ試料が得難い材料 

 Ｔｉｔａｎｉｕｍの結晶方位解析とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ評価 

   

 

 

 Defocus補正有り無しで VolumeFraction結果は大きく異なります。 
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１．概要 

 ＴｉｔａｎｉｕｍやＭａｇｎｅｓｉｕｍは粒径の細かい材料のｒａｎｄｏｍ試料は得難く 

   ｄｅｆｏｃｕｓ補正が難しい。 

   Ｔｉｔａｎｉｕｍの測定データを用いて、ｄｅｆｏｃｕｓ補正のあるなしが解析結果に及ぼす 

   影響を評価してみます。 

 

２．解析に使うデータ 

 バックグランド削除と平滑化を行ったデータ 

 

 

 

２．１ 規格化を行ったデータ 

 

 

２．２ 計算ｒａｎｄｏｍ補正と規格化を行ったデータ 

 

 

 

 

 

 



３． ＯＤＦ解析結果比較 

 defocus補正なし      defocus補正あり 

  

 再計算極点図から Rp%計算 

 Defocusj補正なし 

  

 Defocus補正あり 

  

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないとＲｐ％プラファイルが±１．５％から外れ、 

平均値が２．０％－＞７．９％と大きなＲｐ％になります。 

 



３．１ ｄｅｆｏｃｕｓ補正ありなしによる結晶方位密度比較 

GPODFDisplayソフトウエアは読み込む結晶方位位置を入力出来ます。 

 

補正なし    補正あり 

  

データ比較 

 

 このデータからではどちらが正しいか判断出来ないが、Ｒｐ％の結果から 

 Defocus補正ありを採用する。 

 結晶方位としては、{02-25}<2-1-10>,{01-13}<2-1-10>,{0001}<10-10>と考えられます。 



４． ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを比較する 

４．１ ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 

入力極点図から計算したＯＤＦ図  上記 VolumeFractionから計算したＯＤＦ図 

 

再計算極点図とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の再々極点図から計算したＲｐ％ 

  

 Ｒｐ％が±１．５％以内であり正しく計算されています。 

 

 



４．２ ｄｅｆｃｏｕｓ補正あり 

 

 入力極点図から計算したＯＤＦ図  上記 VolumeFractionから計算したＯＤＦ図 

 

 

再計算極点図とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の再々極点図から計算したＲｐ％ 

 

 Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内であり正しく計算されています。 

 

 

 



４．３ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ比較 

 

 

 Ｒｐ％プロファイルはどちらも±１．５％以内であったので VolumeFractionは正しく計算されて 

いるが、入力極点図と再計算極点図から計算したＲｐ％プロファイルはｄｅｆｏｃｕｓを行った結果が

正しい為、上記 VolumeFractionはｄｅｆｏｃｕｓありが正しい結果と考えられます。 

 

マトメ 

 正極点処理におけるｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないと、結晶方位密度を歪め、VolumeFractionに 

  大きく影響します。 

  粒径の細かいａｒｎｄｏｍ試料が得られない場合、TenckhoffCalcソフトウエアによる平滑化や 

  ODFPoleFigure2ソフトウエアによる計算 defocusなどで defocus曲線を作成し 

  ODF解析後、Ｒｐ％プロファイルがが±１．５％以内になる事を確認し結果を得ることが重要です。 

 極点処理やＯＤＦ解析はブラックボックスではありません。 

 Ｒｐ％プロファイルを活用することで解析結果の評価が可能になります。 

 

 


